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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年８月期第３四半期 567 247.7 △215 － △224 － △226 －

2024年８月期第３四半期 163 △84.9 △274 － △284 － △278 －

（注）包括利益 2025年８月期第３四半期 △231百万円（－％） 2024年８月期第３四半期 △278百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年８月期第３四半期 △12.34 －

2024年８月期第３四半期 △16.09 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年８月期第３四半期 1,305 787 60.0 42.67

2024年８月期 1,550 1,016 64.9 54.89

（参考）自己資本 2025年８月期第３四半期 783百万円 2024年８月期 1,006百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年８月期 － 0.00 －

2025年８月期（予想） 0.00 0.00

１．2025年８月期第３四半期の連結業績（2024年９月１日～2025年５月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年８月期の連結業績予想（2024年９月１日～2025年８月31日）

2025年８月期の連結業績予想につきましては、現時点では合理的な算定が困難であるため記載をしておりません。

今後、合理的な算定が可能となった時点で速やかに開示いたします。なお、詳細は添付資料Ｐ．３「１．当四半期決

算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」に記載しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年８月期３Ｑ 19,372,720株 2024年８月期 19,348,720株

②  期末自己株式数 2025年８月期３Ｑ 1,021,232株 2024年８月期 1,020,551株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年８月期３Ｑ 18,341,170株 2024年８月期３Ｑ 17,339,213株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間（2024年９月１日～2025年５月31日）におけるわが国経済は、雇用や所得環境の改善

やインバウンド需要の増加がみられ、緩やかに景気が回復する動きがみられました。一方で、ロシア・ウクライナ

情勢や中東地域をめぐる情勢の長期化、原材料・エネルギー価格の高騰、物価の上昇、世界的な金融資本市場の影

響や中国経済の懸念など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループが主要事業とする再生可能エネルギー業界におきまして、国内においては、2020年10月に宣言した

2050年カーボンニュートラルの下、2030年度におけるわが国の温室効果ガスの排出を2013年比で46％削減を目指す

べく、再生可能エネルギーの最大限の導入が推進されております。国際的には2023年11月30日から、アラブ首長国

連邦のドバイで開催された第28回気候変動枠組条約締約国会議（COP28）において、2015年にフランスのパリで開

催されたCOP21にて採択されたパリ協定の目標をさらに強化する採択がなされ、気候変動対策の加速を図るものと

なりました。また、石炭火力発電の段階的廃止を推進するという目標提示が初めてなされました。これは、気候変

動の主要な原因である石炭火力発電の削減を促進するものであり、世界各国に石炭火力発電の廃止に向けた具体的

な計画の策定を促しています。これらのことから、今後も国内を始め世界的にも再生可能エネルギー市場は拡大し

ていくものと期待されています。

そのような環境のなか、当第３四半期連結累計期間において展開した各事業の取組みは以下のとおりです。

（ⅰ）稼働中の太陽光発電所の仕入販売

（ⅱ）太陽光発電所の運営による売電

（ⅲ）太陽電池モジュール等の発電関連商材の仕入販売

（ⅳ）太陽光発電所及び小水力発電所の運営管理業務の受託

（ⅴ）非常用ガスエンジン発電機の開発

（ⅵ）健康食品、基礎化粧品及び一般医療機器の仕入販売

（ⅶ）菜種によるバイオ燃料及び化粧品原材料等の製造、販売

上記事業について継続的に推進し発展させると共に、新たな事業領域の開拓を模索しながら、収益基盤の強化を

図っております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は567百万円（前年同期比247.7％増）と増収となりまし

た。その主な要因は、当第３四半期連結累計期間で、販売用不動産として保有している太陽光発電所を販売したこ

とによるものであります。

損益の状況については、太陽光発電所の販売と固定費の削減による販売費及び一般管理費の圧縮を実現したもの

の、サステナブル事業における健康食品及び基礎化粧品等の販売数量が減少したこと等から、営業損失は215百万

円（前年同期は274百万円の損失）、経常損失は224百万円（前年同期は284百万円の損失）と営業損益、経常損益

ともに損失の計上となり、親会社株主に帰属する四半期純損失は226百万円（前年同期は278百万円の損失）となり

ました。

当第３四半期連結累計期間におけるセグメント毎の経営成績は以下のとおりです。

（再生可能エネルギー事業）

再生可能エネルギー事業は、太陽光発電所を販売しつつ、同発電所の売電収入などにより、売上高は554百万

円（前年同期比459.7％増）、セグメント損失（営業損失）は６百万円（前年同期は32百万円の損失）となりま

した。

（新規エネルギー事業）

新規エネルギー事業は、非常用ガス発電機等の商品化に向けた開発活動及び新規事業領域におけるビジネスの

創出を行いました。当第３四半期連結累計期間においては、引き続き費用が先行し、セグメント損失（営業損

失）は０百万円（前年同期は５百万円の損失）となりました。

（サステナブル事業）

サステナブル事業は、基礎化粧品及び健康食品の仕入販売、感染予防のための消毒機器のＯＥＭ供給事業など

により、売上高は13百万円（前年同期比79.4％減）、セグメント損失（営業損失）は16百万円（前年同期は28百

万円の利益）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して245百万円減少し、1,305百万円と

なり、総負債は、前連結会計年度末と比較して16百万円減少し、517百万円となりました。

内訳は以下のとおりです。

（流動資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比較して245百万円減少し、1,156百万円となりました。

その主な要因は、現金及び預金が297百万円増加し、販売用不動産が521百万円、商品が12百万円減少したこと

によるものであります。

（固定資産）

固定資産は、前連結会計年度末と比較して０百万円増加し、148百万円となりました。

その主な要因は、機械装置及び運搬具が４百万円減少し、無形固定資産のその他が４百万円増加したことによ

るものであります。

（流動負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比較して33百万円増加し、142百万円となりました。

その主な要因は、流動負債のその他が25百万円、未払金が７百万円増加したことによるものであります。

（固定負債）

固定負債は、前連結会計年度末と比較して50百万円減少し、375百万円となりました。

その主な要因は、長期借入金が13百万円、長期設備関係未払金が27百万円、資産除去債務が９百万円減少した

ことによるものであります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末と比較して228百万円減少し、787百万円となりました。

その主な要因は、利益剰余金が226百万円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年８月期におきましては、販売用不動産として保有している太陽光発電所の売却による売上を計上しており

ますが、引き続き、販売用不動産の売却活動を進めてまいります。また、現在、新商品の開発、販路の拡大を含め

た既存事業の抜本的な見直しを行っており、資金調達も視野に入れた新たな事業の準備を進めていることなどか

ら、2025年８月期の通期業績見通しとして、新規分野の事業展開における影響額等を合理的に算定することは困難

であります。当該連結業績予想については、合理的な算定が可能となった時点で速やかに開示させていただきま

す。
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（４）継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、前連結会計年度において売上高が著しく減少している他、2023年８月期から２期連続して重要な

営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する当期純損失及びマイナスの営業キャッシュ・フローを計上しておりま

す。また、当第３四半期連結累計期間においては、前期に引き続き営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する四

半期純損失を計上したことから、依然として、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在

しております。

当該状況を解消又は改善するべく、当社グループは、以下の対応策を実行することにより、安定的な収益力の向上

及び健全な財務基盤の構築に取り組んでおります。

１．安定的な収益力の向上

①　再生可能エネルギー事業の収益改善（太陽光発電所の売電収入又は物件売却）

当社グループの主力事業である再生可能エネルギー事業は、太陽光発電所の運営による売電収入の他、発電所

の仕入及び売却を行っておりましたが、あらためて各太陽光発電所の発電量、売電収入、維持管理コストを含む

収益性を検討し、販売用不動産として売却し事業資金を獲得する発電所と、固定資産として保有し売電収入を継

続的に獲得していく発電所との整理・検討を行っております。

販売用不動産として保有する太陽光発電所については、引き続き、売却活動を進めており、物件価値、売却時

期を見極めながら、収益性と運転資金の確保を行ってまいります。一方、固定資産として保有する太陽光発電所

については、現状設備のリパワリング等も視野に入れた検討を行いながら、従来の委託管理及び従業員による管

理も含めた管理コストの見直しを行うなど、収益性向上に努めてまいります。

②　新規事業の安定的な収益化及び既存事業の収益改善

当社グループの主力事業である再生可能エネルギー事業は、世界的な石油資源に基づくエネルギーからの脱却

を念頭に、強いニーズと社会的意義のある事業として、今後も引き続き拡大していく分野であると考えておりま

す。一方で、日本国内における太陽光発電事業環境は、国土面積あたり、特に平地面積あたりの太陽光設備容量

について、主要国において最大となっており、今後の国内太陽光発電所の新設数は横ばいになる、と考えられて

います。また、ＦＩＴ制度の終了に伴い太陽光発電所のセカンダリ販売のマーケットが縮小しており、今後はＰ

ＰＡによる事業者と需要家をつなぐ契約が進んでいく側面もあります。

このような状況の中、当社グループは既存事業の収益性の確保もしくは収益改善として、菜種によるバイオ燃

料及び化粧品原材料等の製造・販売事業の効果的な収益基盤の構築を進める他、営農型による安定的な太陽光発

電所の確保及び売電収入の獲得を計画しております。また、サステナブル事業における健康食品、基礎化粧品及

び一般医療機器の販売については、抜本的な商品の見直しや、販路の拡大により、収益改善の検討を引き続き進

めてまいります。

さらに、新たな資金調達を前提とし、太陽光発電によるグリーンエネルギーを利用する新規事業の構築も積極

的に取り組んでまいります。

③　不採算事業の選別

当社グループは、経営資源の選択と集中を図るため、収益を生み出すまでの事業に至っていないマグネシウム

電池事業、都市鉱山事業及び消毒ＯＥＭ事業について、すでに事業から撤退しております。引き続き、事業環

境、事業進捗等について、手元資金も考慮した経営資源の配分について見直しを行ってまいります。

２．健全な財務基盤の構築

①　販売費及び一般管理費の見直しによる経費削減

適切な人員配置、役員構成の見直し及び顧問契約・業務委託契約・その他各種契約の見直し等により、すでに

当連結会計年度における販売費及び一般管理費について一定規模の経費削減を実施しております。これにより固

定費の削減が進み、利益率の改善による営業利益の確保しやすい体質を実現します。

②　運転資金の確保

販売用不動産として保有する太陽光発電所の売却による資金化は、運転資金の確保に効果があるものと見込ん

でおります。引き続き、物件の売却に向けた活動を行うと共に、エクイティファイナンスによる資金調達だけで

なく金融機関による調達等を含め、幅広く資金調達方法を検討し、協議を進めてまいります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 334,453 631,513

売掛金 24,705 16,327

商品 26,304 14,121

仕掛販売用不動産 2,566 2,566

販売用不動産 987,230 465,809

前渡金 － 3,955

未収還付法人税等 7 6

未収消費税等 3,239 2,150

その他 24,512 21,180

貸倒引当金 △889 △889

流動資産合計 1,402,129 1,156,739

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 79,985 75,366

その他 32,510 32,510

有形固定資産合計 112,495 107,876

無形固定資産

その他 0 4,991

無形固定資産合計 0 4,991

投資その他の資産

出資金 100 100

敷金及び保証金 35,983 35,983

投資その他の資産合計 36,083 36,083

固定資産合計 148,578 148,950

資産合計 1,550,708 1,305,690

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 425 549

１年内返済予定の長期借入金 22,260 18,885

未払金 6,585 14,040

設備関係未払金 35,950 36,771

未払法人税等 3,423 4,010

賞与引当金 4,560 6,840

その他 35,713 61,671

流動負債合計 108,919 142,767

固定負債

長期借入金 31,018 17,698

長期設備関係未払金 377,270 349,588

長期前受収益 5,512 5,206

資産除去債務 11,630 2,450

関係会社事業損失引当金 72 72

固定負債合計 425,504 375,016

負債合計 534,423 517,783

純資産の部

株主資本

資本金 1,171,470 1,173,220

資本剰余金 780,731 782,481

利益剰余金 △718,609 △944,987

自己株式 △227,514 △227,598

株主資本合計 1,006,076 783,116

新株予約権 335 291

非支配株主持分 9,871 4,499

純資産合計 1,016,284 787,906

負債純資産合計 1,550,708 1,305,690
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年９月１日
　至　2024年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年９月１日

　至　2025年５月31日)

売上高 163,229 567,629

売上原価 140,271 546,687

売上総利益 22,957 20,941

販売費及び一般管理費 297,717 236,207

営業損失（△） △274,759 △215,265

営業外収益

受取利息 1 141

償却債権取立益 30 －

還付加算金 167 －

その他 22 26

営業外収益合計 222 168

営業外費用

支払利息 10,399 9,585

営業外費用合計 10,399 9,585

経常損失（△） △284,936 △224,682

特別利益

土地売却益 4,800 －

受取保険金 2,148 －

特別利益合計 6,948 －

特別損失

解約違約金 － 5,940

特別損失合計 － 5,940

税金等調整前四半期純損失（△） △277,988 △230,622

法人税等 940 1,127

四半期純損失（△） △278,928 △231,750

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － △5,372

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △278,928 △226,377

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年９月１日
　至　2024年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年９月１日

　至　2025年５月31日)

四半期純損失（△） △278,928 △231,750

四半期包括利益 △278,928 △231,750

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △278,928 △226,377

非支配株主に係る四半期包括利益 － △5,372

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当社グループは、前連結会計年度において売上高が著しく減少している他、2023年８月期から２期連続して重要

な営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する当期純損失及びマイナスの営業キャッシュ・フローを計上しており

ます。また、当第３四半期連結累計期間においては、前期に引き続き営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属す

る四半期純損失を計上したことから、依然として、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況

が存在しております。

当該状況を解消又は改善するべく、当社グループは、以下の対応策を実行することにより、安定的な収益力の向

上及び健全な財務基盤の構築に取り組んでおります。

１．安定的な収益力の向上

①　再生可能エネルギー事業の収益改善（太陽光発電所の売電収入又は物件売却）

当社グループの主力事業である再生可能エネルギー事業は、太陽光発電所の運営による売電収入の他、発電

所の仕入及び売却を行っておりましたが、あらためて各太陽光発電所の発電量、売電収入、維持管理コストを

含む収益性を検討し、販売用不動産として売却し事業資金を獲得する発電所と、固定資産として保有し売電収

入を継続的に獲得していく発電所との整理・検討を行っております。

販売用不動産として保有する太陽光発電所については、引き続き、売却活動を進めており、物件価値、売却

時期を見極めながら、収益性と運転資金の確保を行ってまいります。一方、固定資産として保有する太陽光発

電所については、現状設備のリパワリング等も視野に入れた検討を行いながら、従来の委託管理及び従業員に

よる管理も含めた管理コストの見直しを行うなど、収益性向上に努めてまいります。

②　新規事業の安定的な収益化及び既存事業の収益改善

当社グループの主力事業である再生可能エネルギー事業は、世界的な石油資源に基づくエネルギーからの脱

却を念頭に、強いニーズと社会的意義のある事業として、今後も引き続き拡大していく分野であると考えてお

ります。一方で、日本国内における太陽光発電事業環境は、国土面積あたり、特に平地面積あたりの太陽光設

備容量について、主要国において最大となっており、今後の国内太陽光発電所の新設数は横ばいになる、と考

えられています。また、ＦＩＴ制度の終了に伴い太陽光発電所のセカンダリ販売のマーケットが縮小してお

り、今後はＰＰＡによる事業者と需要家をつなぐ契約が進んでいく側面もあります。

このような状況の中、当社グループは既存事業の収益性の確保もしくは収益改善として、菜種によるバイオ

燃料及び化粧品原材料等の製造・販売事業の効果的な収益基盤の構築を進める他、営農型による安定的な太陽

光発電所の確保及び売電収入の獲得を計画しております。また、サステナブル事業における健康食品、基礎化

粧品及び一般医療機器の販売については、抜本的な商品の見直しや、販路の拡大により、収益改善の検討を引

き続き進めてまいります。

さらに、新たな資金調達を前提とし、太陽光発電によるグリーンエネルギーを利用する新規事業の構築も積

極的に取り組んでまいります。

③　不採算事業の選別

当社グループは、経営資源の選択と集中を図るため、収益を生み出すまでの事業に至っていないマグネシウ

ム電池事業、都市鉱山事業及び消毒ＯＥＭ事業について、すでに事業から撤退しております。引き続き、事業

環境、事業進捗等について、手元資金も考慮した経営資源の配分について見直しを行ってまいります。

２．健全な財務基盤の構築

①　販売費及び一般管理費の見直しによる経費削減

適切な人員配置、役員構成の見直し及び顧問契約・業務委託契約・その他各種契約の見直し等により、すで

に当連結会計年度における販売費及び一般管理費について一定規模の経費削減を実施しております。これによ

り固定費の削減が進み、利益率の改善による営業利益の確保しやすい体質を実現します。

②　運転資金の確保

販売用不動産として保有する太陽光発電所の売却による資金化は、運転資金の確保に効果があるものと見込

んでおります。引き続き、物件の売却に向けた活動を行うと共に、エクイティファイナンスによる資金調達だ

けでなく金融機関による調達等を含め、幅広く資金調達方法を検討し、協議を進めてまいります。
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当第３四半期連結累計期間において、販売用不動産として保有する太陽光発電所を売却しました。これによ

り収益面において、一定の収益改善に貢献し、大幅な営業キャッシュ・フローの改善見込みであるとともに、

財務面において、年単位の運転資金を確保しております。また、当第３四半期連結累計期間において、適切な

人員配置による人件費の削減及び顧問契約・業務委託契約・その他契約の見直しを行いました。これにより固

定費を削減することで、前年同期比で販売費及び一般管理費を約20％減少させ、利益率の改善に寄与しており

ます。

しかしながら、依然として前期に引き続き営業損失、経常損失、親会社株主に帰属する四半期純損失を計上

している他、検討段階における新規事業の収益化及び既存事業の収益改善は時間を要しており、また、実現の

見通しが得られている状況ではないものが引き続きあり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性

が認められます。

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不確実

性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に見積実効税率を乗じております。

但し、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使

用しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年９月１日

至  2024年５月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年９月１日

至  2025年５月31日）

減価償却費 103,151千円 78,493千円

のれん償却額 7,960千円 －千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん償却額は、次のとおりでありま

す。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

再生可能
エネルギー

事業

新規
エネルギー

事業

サステナブル
事業

売上高

顧客との契約から

生じる収益
99,045 － 64,184 163,229 － 163,229

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 99,045 － 64,184 163,229 － 163,229

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ － － － － －

計 99,045 － 64,184 163,229 － 163,229

セグメント利益又は損失

（△）
△32,940 △5,447 28,491 △9,896 △264,862 △274,759

（単位：千円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

再生可能
エネルギー

事業

新規
エネルギー

事業

サステナブル
事業

売上高

顧客との契約から

生じる収益
554,388 － 13,240 567,629 － 567,629

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 554,388 － 13,240 567,629 － 567,629

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ － － － － －

計 554,388 － 13,240 567,629 － 567,629

セグメント損失（△） △6,972 △400 △16,461 △23,834 △191,431 △215,265

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ．前第３四半期連結累計期間（自　2023年９月１日　至　2024年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△264,862千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ．当第３四半期連結累計期間（自　2024年９月１日　至　2025年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント損失（△）の調整額△191,431千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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